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研究 ノー ト

ボデ ィメカニクス学習教材を用 いる

個別学習が看護学生にもた らす効果

　　　　　　　　　　　(第2報)

川 端 愛 野1),米 田 照 美1),伊 丹 君 和1),安 田 寿彦2)

1)滋賀県立大学人間看護学部

　　　 2)滋賀県立大学工学部

背景　看護者の腰痛は、離職の原因ともなっており、深刻な問題になっている。近年、腰痛予防の方法

として看護動作時のボディメカニクス活用が推奨されているが、ボディメカニクスの知識や技術、認識

不足のため、多 くの看護者が日常業務の中で腰部負担の大きい動作を行っているのが現状である。また、

看護学生の腰痛発生率の高さも指摘されており、入職前の看護学生に対する腰痛予防対策が求められて

いる。前報(川 端ら、2012)で は、看護動作におけるボディメカニクス活用を目指 して学習教材を開発

し、看護学生を対象として本学習教材を使用 した個別学習の回数とボディメカニクス活用技術との間に

正の相関があることを確認した。

目的　本研究では、本学習教材を用いることによる看護動作時の姿勢改善効果を検討 した。

対象　2013年7～8月 、本研究の趣旨に賛同が得られた69名 の学生を対象とした。

方法　最初にベ ッドメーキング動作にっいて本学習教材を活用 した 「ボディメカニクス活用」について

の一斉演習を実施 した。この時に本学習教材使用前のデータとして、ベ ッドメーキングの技術チェック

を行った。また、腰痛自覚率を調査 した。次いで、本学習教材を利用 して個別学習ができるような環境

を設定した。すなわち、学生が空き時間を利用 して自由に個別の学習が行えるようにした。約3週 間の

個別学習期間を設けた後、再度上記と同様の技術チェックおよび調査に加え、本学習教材に対する機能

評価、意識調査を実施 した。分析にはSPSS　 21.O　 for　windowsを 用 いて対応のあるサンプルのt検定

を行った。

結果　本学習教材を用いた個別学習を学生に課 したところ、個別学習前後でボディメカニクス活用の指

標となる 「前傾姿勢にならない」「膝を屈曲して腰を落とす」「基底面積を大きくとる」「体をひねらな

い」のすべての項目において有意な改善が見られた(P<0.001)。 特 に前傾の平均角度 は14.1±6.9か

ら10.9±5.4へ 有意に小さくなった(P<0.001)。 さ らに、「看護動作時の腰痛の自覚」の項 目は平均2.

8±1.4か ら2.2±1.2へ 有意に減少 した(P<0.001)。 「日常生活における腰痛の自覚」の項 目も平均2.8

±1.5か ら2.2±1.3有 意 に減少 した(P<0.001)。

結論　本学習教材を用いる個別学習は、看護学生の看護動作時の姿勢改善に貢献 し、腰痛予防に有用で

ある可能性が示唆された。
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1.緒 　言

　腰痛は、厚生労働省が2010年 に行 った 「国民生活基礎

調査」でも有訴者率が男性で1位 、女性で2位 に挙げら

れる症状であり、国民病とも言われている。腰痛発症の

要因 としては、不自然な姿勢や動作によるもの、老化や

運動不足、栄養の偏り、肥満などからくる骨密度や筋力

の低下、脊柱の不自然な轡曲によるものなど多様である。

この様に多様な要因が関与する腰痛であるが、その中で

も特に日常的に腰部に負担がかか る仕事、すなわち看護

や介護、養護や保育等の職業に従事する者や、長時間の
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座位をとる運転手などが多 く抱える腰痛は 「職業性腰痛」

とも呼ばれ、離職者防止の観点からも深刻な課題となっ

ている。 この職業性腰痛は労災の実 に約5割 を占める。

中でも看護師の腰痛は他の職種 と比較 しても割合が高 く
1)
、休業が必要 とされる重症腰痛症の発生比率が高いこ

とも指摘されている2)。さらに海外では、看護師は他職

種 と比較 して最も腰痛発生率の高い職種であると報告さ

れている3)。

　 このような看護師の腰痛発症の背景 として、日常的に

行われている上体の前屈や捻転などの不自然な姿勢や重

量物を取り扱う動作の頻度が他職種 と比較 して有意に高

いことが挙げ られ る2)。北西 ら4)は、腰痛を発症 した看

護師に対 して調査を行い、腰痛を起こした姿勢として73.

6%の 者が 「前屈」「中腰」を挙げており、看護作業時の

これらの動作を改善することが腰部への負担を軽減させ

腰痛予防にっながるとしている。 これに対 して簡便かっ

確実に腰痛発症を予防する方法 としてボディメカニクス

活用が推奨されている5)。

　ボディメカニクスは物理学 と力学の諸原理を利用 した

経済効率の高い動作とされ6)、その活用によって姿勢が

改善 され、腰痛予防が可能になると考えられる。 しか し

ボディメカニクスは実践者自らがその技術に習熟 しない

限り活かすことはできない。看護職を対象に行った調査

でも、忙 しさや人員不足、知識不足などが原因で、ボディ

メカニクスが適切に活用できていないことが報告されて

いる7)。したがって、実際に医療現場で働 く看護師に対

して 「腰痛予防のためのボディメカニクス活用」に関す

る教育支援が急務である。具体的な教育支援として、ボ

ディメカニクスの教材開発8)9)'°)が試み られているが、

現在までの研究では簡便かっ客観的に自己動作を評価で

きる教材は開発 されていない。そこで伊丹 ら")'2)'3)は、

看護技術演習の初期段階で習得する 「ベ ッドメーキング

動作」に焦点を当て、看護動作における腰痛発症要因 と

して最 も多い前屈姿勢の改善を図る学習教材の開発を行

い、その有用性の検討を重ねてきた。本教材は、前屈す

なわち 「傾斜の大きい前傾姿勢」に着 目し、危険角度の

発生を音と映像によってリアルタイムにフィー ドバ ック

するものである。また、前傾姿勢を改善するためには基

底面を広 くとるように前後に大 きく脚を開き、膝を屈曲

して重心を下げる必要がある。そのために、本学習教材

では、前傾姿勢角度 と共に両膝の屈曲角度 も計測す る。

以上のように、本学習教材は、姿勢計測セ ンサを装着 し

た学習者が自己の動作時の前傾姿勢角度と両膝屈曲角度

を客観的に認知 し、ボディメカニクス活用への意識向上

と看護動作時の姿勢改善を目指すものである。前報では、

看護学生を対象として本学習教材を使用 した個別学習の

回数 とボディメカニクス活用技術 との間に正の相関があ

ることを確認 した。本研究では、実際に本学習教材を用
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いる個別学習が、看護学生ボディメカニクスの習得に貢

献 し、腰痛改善 に効果があるのかについて検討 した。

II.対 象 な らびに方法

1.用 語の定義13)

1)前 傾角度:直 立時の肩峰角点 と大転子最外側点を結

んだ直線(肩 峰一大転子線)を 基線(0°)と し、動

作時の肩峰　大転子線と基線のなす角度を前傾角度と

　した。

2)危 険角度:前 傾角度が40° 。

3)注 意角度:前 傾角度が30° 。

2.本 学習教材の概要13)

1)姿 勢計測センサ装具:(株)日 新企画制のプロテク

　ターBEAS　 PAD　 VESTを 使用 して制作 したベス ト

型の装着具であり、対象となる学習者が装着する。傾

斜角センサを内蔵 したブロックをプロテクターの背部

に貼 り付けることで前傾角度を計測できる。 また、膝

の屈曲角度の測定は、膝関節の上下各2か 所 に伸縮性

のある帯を巻きっけて装着する型の下肢関節角度検出

用センサを用いて計測 した。

2)警 告音発生機能:動 作時にリアルタイムで自己の前

傾角度の度合いが認識できるように、前傾角度に応 じ

てスピーカーか ら危険角度あるいは注意角度 に到達 し

たことを学習者に知 らせるため、2種 類の警告音を発

生させる機能。

3)動 作映像表示機能:学 習者が看護動作姿勢を繰り返

　し再生 してみることができるように動作映像に記録お

よび再生機能を搭載 した。動作映像 はCCDカ メラを

用いて習得 し、画像再生時には、実際の動作映像と同

時にメータおよびグラフで、前傾角度 と両膝の屈曲角

度が表示され、その時点での角度平均値 も表示される。

　さらに学習者 に対する視覚的フィー ドバック効果を高

めるために前傾角度を示すメータ内の危険角度域を赤

色、注意角度域を黄色で表示して、不適切な角度となっ

ていることを認識 しやす くした。動作映像データおよ

　び前傾角度 と膝関節屈曲角度は学生 ごとにコンピュー

　タに保存され、いっで も再生 して学習の進捗状況を確

認できるようにした。

3.研 究対象者

　2013年7～8月 、本研究の趣旨に賛同が得 られた69名

の看護学生(男 性3名 、女性66名)を 対象 とした。

4.実 施 方 法

1)ベ ッ ドメーキ ング動作

　　今回評価 したベ ッ ドメーキ ング動作 は、2人 法 と し、
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臥床 患者無 しで下 シーツのみを実施 す る基礎的 な看護

動作 であ る。 シーッの四隅 はいずれ も三角 に折 り返す

よ うに統一 した。 また、服装 はナース服お よびナース

　シュー ズと した。

2)ボ デ ィメカニクスおよび本学 習教 材活用 に対 する意

識 調査

　　本学習教材の使用方法 にっいての一 斉演習を実施 し

た後 に、約3週 間 の個別学習期 間を設 け、 ボデ ィメカ

　ニ クスお よび本学習教材活用 に対 す る意識調査 を行 っ

　た。 内容項 目は、i)腰 痛 自覚、--)本 学 習教材活用 の

評価 、ii)本 学 習教 材 シス テム機能 の評価、　iv)本 学 習

教材 システム操作 の評価 で、 自記 式質問紙 と した。

　　 i)腰 痛 自覚 につ いて は、① 看護動 作時 に腰 痛を 自

覚 してい るか、② 日常生活 において腰痛を 自覚 して い

　るかにつ いて5件 法(5点:自 覚 してい る、4点:少

　し自覚 して いる、3点:ど ち らともいえな い、2点:

あ ま り自覚 して いない、1点:自 覚 して いな い)で 回

答 を得た。

　　 --)本 学 習教 材活用 の評価 は、 システ ム活用 に よ っ

て 自己の看護動作 を客観 的にチ ェックで きると思 うか

な ど、6項 目にっ いて5件 法(5点:思 う、4点:少

　し思 う、3点:ど ち らと もいえない、2点:あ ま り思

わない、1点:思 わ ない)で 回答 を得た。

　　 iii)本学 習教材 システ ム機能 の評価 は、注意 角度 ・

危 険角度の表示 はわか りやすいかな ど、9項 目にっ い

て5件 法(5点:思 う、4点:少 し思 う、3点:ど ち

　らともいえな い、2点:あ ま り思 わない、1点:思 わ

ない)で 回答 を得 た。

　　iv)本 学 習教材 システ ム操作 の評価 は、 システ ムの

装着 は容易か など、4項 目について5件 法(5点:思

　う、4点:少 し思 う、3点:ど ち らともいえ ない、2

点:あ ま り思わな い、1点:思 わない)で 回答 を得 た。

3)ベ ッ ドメーキ ング動作 の技術 チ ェ ック

　　約3週 間の個別学習期 間を設 けた後 に、 ボデ ィメカ

ニ クスを活用 したベ ッ ドメーキ ング動 作の技術 チェ ッ

　クを行 った。評価 は、前傾姿勢 にな って いな いか など

ボデ ィメカニクス活用技術 に関す る9項 目につ いて2

件 法(1点:で きて いる、0点:で きて いな い)で 教

員 が評価 を行 った。また シー ッに しわが ないかなどベ ッ

　 ドメーキ ング技術 に関す る6項 目にっいて2件 法(1

点:で きて いる、0点:で きていない)で 教員が評価

を行 った。

4)方 法

　　最 初 にベ ッ ドメーキ ング動作 について本学習教材 を

活 用 した 「ボデ ィメカニクス活用」 につ いての一斉演

習を実施 した。 この時 に本学習教材 使用前の データ と

　して、ベ ッ ドメーキ ングの技術 チ ェックを行 った。 ま

た、 腰痛 自覚率 を調査 した。次 いで、本学習教材 を利

用 して個別学習ができるような環境を設定 した。すな

わち、学生が空き時間を利用 して自由に個別の学習が

行えるように した。約3週 間の個別学習期間を設けた

後、再度上記と同様の技術チェックおよび腰痛の調査

に加え、本学習教材に対する機能評価、意識調査を実

施 した。

　図1は 、本学習教材を用いてベッドメーキ ング動作

を行 っている様子である。

図1 本学習教材を用いてベッドメーキング動作を

行っている様子

5)分 析方法

　　腰痛 自覚および本学習教材活用における意識調査に

ついては、各5件 法での評価を実施 した後、SPSS

21.O　 for　windowsを 用いて対応のあるサ ンプルのt

検定を実施 した。

　　倫理的配慮 として、対象者に本研究の目的と内容を

伝えた後、参加の自由および匿名性の保持、個人評価

に不利益がないことを口頭 と書面で説明 し、同意と協

力を得た。なお、本研究の実施にあたり、公立大学法

人滋賀県立大学研究の倫理審査委員会の承認を得た。

皿.結 　果

　対象者は男性3名 、女性66名 の看護学生計69名 であり、

平均身長 は158.5±6.3cmで あった。本学習教材を用い

ての個別学習の回数は最少2回 、最多20回 で、平均 は

13.1±2.4回 であった。

1.本 学習教材活用の学習効果およびシステム機能評価

　について

1)本 学習教材活用の評価

　　本学習教材活用の学習効果に関する調査結果を表1

　に示す。

　　本調査結果か ら、「システム活用によって、 自己の

　看護動作を客観的にチェックできる」 と回答 した者が



46 月1立嵩　　愛 里予

表1　 本学習教材の学習効果についての評価(nニ69) 表3　 本学習教材の着用と操作についての評価(nニ69)

調　査　項　目

システム活 用 によって、 自己の看護動作

を客観 的 にチ ェックで きるか

システム活用は看護動作時のボディメカ
ニクス活用への関心を高めると思うか

ボデ ィメカニ クス学習 システムを用 いた

演習 は,ボ デ ィメカニクス活用の ため に

参考 にな ったか

シス テムを活用 して,今 後 も自己の看護

動作 をチ ェック したいか

システム活用によって、看護動作姿勢が

改善できると思 うか

システムを活用 した今回の ボディメカニ

クス学 習 は楽 しか ったか

評価(5件 法)・

4.8±0.4

4.8　ｱ　 0.5

4.8　ｱ　 0.5

4.7　ｱ　 0.6

4.6　ｱ　 0.6

4.5　ｱ　 0.8

*「思 う」5点 、 「少 し思 う」4点 、 「ど ち らと もい え な い 」3点 、

「あ ま り思 わ な い」2点 、 「思 わ な い」1点 の5件 法 。

調　査　項　目

操作 の際、 マニ ュアルはわか りやすいか

装着 の際、 マニ ュアルはわか りやすいか

システムの操作 は、容 易か

システムの装着 は、容易 か

評価(5件 法)・

4.3　ｱ　0.7

4.1　ｱ　0.8

4.0　ｱ　1.0

3.7　ｱ　1.1

4.8±0.4点 と最 も高値を示 しており、「システム活用

は看護動作時のボディメカニクス活用への関心を高め

ると思 う」「本学習教材を用いた演習は、ボディメカ

ニクス活用のために参考になった」 と回答 した者 もそ

れぞれ4.8±0.5点 と高値であった。

2)本 学習教材のシステム機能についての評価

　 次に、本学習教材のシステム機能および操作 ・装着

　の簡便性についての調査結果を表2と 表3に 示す。

　　本調査結果か ら、本学習教材のシステム機能の評価

(表2)は 高得点が得 られており、特に 「危険角度に

よる音発生」機能が4.9±0.3点 と高い評価を得たこと

*「思 う」5点 、 「少 し思 う」4点 、 「ど ち らと もい え な い」3点 、

「あ ま り思 わ な い」2点 、 「思 わ な い」1点 の5件 法 。

が示 された。

　操作 ・装 着の簡便性(表3)に っ いて は、4項 目中

「操作 に関 してのマニ ュアル はわか りやす いか」 「装着

に関 して のマ ニュアル はわか りやす いか」 「シス テム

の操作 は容 易か」の3項 目において、5点 中4点 以上

の評価 を得 た。 また、今年度 よ りマニ ュアルを改訂 し

た ことによ り、容易だ と答 えた学生 の割 合が昨年度 よ

りも増加 した。

2.腰 痛 の自覚につ いての評価

　本学習教材 の活用前後の腰痛 に関 す る項 目の変化 を図

2に 示 す。

　腰痛 の 自覚 にっ いて は、「看護動 作時 の腰 痛の 自覚 」

の項 目が平均2.8±1.4か ら2.2±1.2へ 有 意 に減少 した

(P<0.001)。 「日常 生活 にお ける腰痛 の 自覚」 の項 目も

平均2.8±1.5か ら2.2±1.3有 意 に減少 した(P<0.001)。

表2　 本学習教材のシステム機能についての評価(n=69)

調　査　項　目

危険角度 における音発生

再生機能

リアル タイ ム機能

評価の円グラフ

危険角度 における色別表示

総合判定

動作映像

動作角度平均値表示

角 度 メ ー タ ー ・グ ラ フ

評価(5件 法)・

4.9　ｱ　 0.3

4.8　ｱ　 0.5

4.8　ｱ　 0.5

4.7　ｱ　 0.5

4.7　ｱ　 0.6

4.7ｱ0.7

4.6　ｱ　 0.5

4.5　ｱ　 0.7

4.4±0.8

*「 わ か りや す か っ た と思 う」5点 、 「少 しわ か りや す か った と

思 う」4点 、 「ど ち ら と もい え な い」3点 、 「あ ま りわ か りや す

か った と思 わ な い」2点 、 「わ か りや す か っ た と思 わ な い 」1

点 の5件 法 。

図2　 本学習教材の活用前後の腰痛に関する項 目の変化

　　　 (n　=69)

*　*　*　:　P<0.001

*「 自覚 して い る」5点 、 「少 し 自覚 して い る」4点 、 「ど ち ら と

　 もい え な い」3点 、 「あ ま り自覚 して い な い」2点 、 「自覚 して
い な い」1点 の5件 法 。
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図4　 本学習教材 の活用前後の前傾角度 の変化(n=69)

*　*　*　:　P<0 .001

図3　 本 学習教材の活用前後 のボデ ィメカニ クスに関す

　　　 る項 目の変化(nニ69)

*　*　*　:　PGO.001
*「できている」1点 、「できていない」0点 の2件法。

3.ボ ディメカニクス技術向上について

　本学習教材の活用 した個別学習後に行 ったベ ッドメー

キングの技術チェックの成績を図3示 す。

　ボディメカニクス活用の指標 となる 「前傾姿勢になっ

ていない(頭 側)」 「前傾姿勢 になっていない(足 側)」

「膝を屈曲させて腰を落 としている(頭 側)」 「膝を屈曲

させて腰を落としている(足 側)」 「両足を前後に大きく

開いて基底面を広 くしている(頭 側)」 「両足を前後に大

きく開いて基底面を広 くしている(足 側)」 「ひね ってい

ない(頭 側)」 「ひねっていない(足 側)」 「ベ ッド高を適

切に合わせる」のすべての項目で、個別学習前に比べて

有意な平均値の増加が見 られた(P<0.001)。

　また、本学習教材の使用回数 とボディメカニクス活用

技術 との相関を表4に 示す。足側のコーナーを作る際に

基底面を大きくとる項目において本学習教材の使用回数

との間に弱い相関関係が見 られた。

　さらに、実際に本学習教材を用いて測定を行った結果

を図4に 示す。前傾角度の平均値 は14.1±6.90か ら10.

9±5.40へ 有意に小さくなった(P<0.001)。

IV.考 　察

1.本 学習教材活用による看護動作姿勢改善および腰部

負担軽減の可能性

　本研究では、前報に引き続いて看護学生を対象にし

て、開発 したボディメカニクス学習教材活用の有効性

を検討 した。

　本学習教材を活用 した個別学習を行 った後に実施 し

たベッドメーキ ング動作の技術チェックでは、ボディ

メカニクス活用の指標となる 「前傾姿勢 になっていな

い」「膝を屈曲させて腰を落としている」「両足を前後

に大 きく開いて基底面を広 くしている」「ひねってい

ない」「ベッド高を適切 に合わせる」のすべての項目

で、個別学習前に比べて有意な改善が見 られた。実際

に本学習教材を用いて測定を行 った結果、前傾角度の

平均値が、本学習教材活用前 は14.1±6.9。 だったも

のが、10.9±5.40へ と有意に小さくなった。重心 を

表4　 本学習教材の使用回数とボディメカニクス活用技

　　　術との相関係数

調　査　項　目

前傾姿勢になっていない(頭 側)

前傾姿勢になっていない(足 側)

膝を屈曲させて腰を落としている(頭 側)

膝を屈曲させて腰を落としている(足 側)

両足を前後に大 きく開いて基底面を広 く

している(頭 側)

両足を前後に大 きく開いて基底面を広 く

している(足 側)

ひね っていない(頭 側)

ひ ね っていない(足 側)

ベッド高を適切に合わせた

評価(5件 法)・

0.20

0.04

0.07

1　1:

0.20

0.25　 *

0.05

o.11

0.02

*　 r>0 .2　 弱 い相 関 あ り
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低 く保ったり体をね じらないことは、腰痛の原因とな

る前傾姿勢やひね り動作を防ぐことができる有効な動

作である19)。看護学生たちは本学習教材を活用するこ

とでそれらの動作を習得することができたと考える。

また、今回の調査では本学習教材の使用回数との間に

相関は見 られなか ったが、本学習教材活用前後で、

「看護動作時の腰痛の自覚」が平均2.8±1.4か ら2.2±

1.2へ有意に減少 した。「日常生活における腰痛の自覚」

の項 目も平均2.8±1.5か ら2.2±1.3有 意 に減少 した。

ボディメカニクスは物理学 と力学の諸原理を利用 した

経済効率の高い動作とされ6)、その活用は姿勢改善を

促 し腰痛予防が可能になると考えられる。今回本学習

教材を活用 した前後で行 った腰痛自覚に関する調査で、

活用後に腰痛の自覚が有意に減少 したことは、学生が

本学習教材活用を通 して自己の前傾姿勢を自覚 し、意

識的に姿勢の改善を行 った結果、腰部の負担が軽減さ

れたことが要因である可能性が高いと考え られる。近

年、看護職や介護職における腰痛被害は益々深刻化 し

ている。日本の労働産業において看護職は保健衛生業

として分類されているが、腰痛による労働災害申請件

数が最も多いのがこの保健衛生業である。1997年 度に

375件 だった労働災害申請件数は2010年 度には1257件

と10年余 りで3.4倍 に増加 し、2007年 度か ら4年 連続

1位 となっている。 しかも看護職者の腰痛問題は日本

に限ったことではなく、現在世界各国で社会的な問題

となっている。これに対 し、1990年 代後半にオース ト

ラリアの看護連盟が 「ノー リフテ ィングポ リシー

(No　Lifting　Policy)」 を提言 し、腰痛の原因 となる

ケアを行う際の人力のみでの介助や移動を制限 し、福

祉機器などを用いる"ノー リフ ト"の教育プログラムを

作成 された。 しか し、福祉機器等を用いる際にも器具

の装着等で前傾姿勢や体をひねる動作となる機会は多

く、腰痛が起きやすい状況が改善されたとは言い難い。

福祉機器の使用だけでなく、ボディメカニクスを活用

することで腰部の負担を軽減 し腰痛を予防することが

必要である。本学習教材を活用することで、看護学生

はボディメカニクスを活用 した動作姿勢を習得 し、腰

部負担を軽減することにっながったのではないかと考

える。

2.本 学習教材の使用とボディメカニクス活用への意識

向上の関連性について

　 今年度も学習教材を用いて演習を行った後、自由に

使用できるように環境を整え、学生達は自主的に個別

学習を行った。本学習教材の利用回数は、3週 間で最

多の学生で20回 、平均利用回数は13.1±2.4回 であっ

た。これは昨年度の11.7±4.3回 よりも多か った。下

　田◆)18)は 「教材を介 し学生が自ら興味を持ち探求す

月1立嵩　　愛 里予

ること」「学生同士で課題達成のために協力すること」

「成功体験を重ねて有能感を増すこと」で学習意欲が

向上すると述べている。本学習教材を活用すると、看

護動作時の姿勢を 「音」によりリアルタイムに認知す

ることができる。また、看護動作終了後 に 「映像」を

確認することでさらに具体的なフィー ドバックを得る

ことができる。これ ら2っ の機能によって看護動作時

の姿勢を客観的に把握 し、前傾姿勢 とならないように

両膝を屈曲 して重心を低 くするというボディメカニク

スにかなった姿勢となりやすい。学生 は、本学習教材

の機能評価において 「危険角度 による音発生機能」

4.9±0.3点 、次いで 「再生機能」「リアルタイム機能」

「評価の円グラフ」などを高 く評価 しており、学習効

果についての評価で も 「システム活用によって、自己

の看護動作を客観的にチェックできる」「システム活

用は看護動作時のボディメカニクス活用への関心を高

める」 と評価 していた学生が多かった。 フリーコメン

トからも 「シーッを広げる時に毎回警告音が鳴るので

気をっけるようになった」「動画で見ると足が十分広

がっておらず、もっと広げたら安定すると考えた」映

像と音の情報から詳細に改善する場面が分かることで、

より興味を持ち具体的な改善を進めることができたこ

とがうかがえた。「学生同士で課題達成のために協力

す ること」 に関 しては、「人のベ ッドメーキングを見

て気付 くことが多かった」「友達が不十分なところを

指摘 して くれた」などのフリーコメントがあり、実際

に本学習教材を用いて看護動作を行 う中で前傾姿勢に

なっていることを指摘し合いなが ら学習を進めるグルー

プも見 られた。また、「成功体験を重ねて有能感を増

す こと」では、「結果を見て腰を曲げずにできていた

と分か り嬉 しくなった」「警告音が1度 もな らなかっ

たことが嬉 しかった」 などのフリーコメントがあり、

その都度評価が確認でき、自己のボディメカニクス技

術が確実に向上 していることが感 じられたことがさら

なる励みになっていたと考えられる。 これらのことか

ら本学習教材は学生の学習意欲向上の条件を満たして

いたと考えた。加えて 「システム活用 は看護動作時の

ボディメカニクス活用の参考 になった」「今後 もシス

テムを利用 して自己の看護動作姿勢をチェックしたい」

の項 目がの高値であったことや、「今後 も意識 しな く

てもよい姿勢ができるよう練習 したい」 とのコメント

もあり、本学習教材を用いて継続的な学習ができ、さ

らなる看護動作時の姿勢改善 と腰痛の予防にっながる

可能性が示唆された。

　ボディメカニクスは、各人自らが技術を習熟 し、実

践 しなければ活かすことはできない。 自己の動作を客

観的に評価することができる本学習教材の活用は、ボ

ディメカニクスの習得と意識向上に有益である。今後
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も看護動作時の前傾姿勢改善 と、腰痛改善に向けて、

看護学生のうちか ら本学習教材による教育を継続 して

いくことが重要である。

V.結 論

　看護学生69名 を対象として、ベッドメーキ ング動作に

おける本学習教材活用の有効性を検討 し、以下の結果を

得た。

1.本 学習教材活用回数とボディメカニクス技術の向上

　の間に正の相関関係がみられた。

2.本 学習教材の活用前後で、前傾角度が有意に改善 し

　た。

3.本 学習教材の活用前後で、腰痛の自覚が有意に減少

　 した。

　以上の結果か ら、本学習教材を用いる個別学習は、看

護学生 ボディメカニクスの習得に貢献 し、腰痛改善に有

用である可能性が示唆された。
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